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論文の要 旨

幼児期 、 特に 1 ~ 3 歳児の描画発達は著 し く 、 心理的発達に与え る影響は大 き い と 考え

られ る 。 しか し な が ら 、 発達心理学的視点に立脚 した描画発達の研究は少な く 、 ま してそ

の実践的研究は未開拓分野 と い え る 。 保育実践の観点か ら は 、 描画発達の基本枠組み と し

て の ｢線描の発達過程｣ と そ の ｢要因 ｣ について 、 従来の研究ではあ ま り 焦点が 当 て られ

て こ なかっ た実証的研究を行い 、 指導 ･ 援助の あ り 方について の示唆を導 く こ と が必要 と

考 え られ る 。 こ れが本研究の動機、 目 的 (第 I 部 ) で あ っ た 。

第 □ 部では 、 ( 1 ) 研究の 出発点 と し て必要な線描の一般的発達過程についての明確化

の観点か ら 、 諸外国 (第 2 章 ) 及び本邦 (第 3 章) の代表的な先行研究について紹介 ･ 考

察が行われ 、 こ れに基づいた線描発達に関す る ｢ 3 段階区分｣ モデルが ま と め られた (第

4 章) 。 こ れは 、 Ke 110gg ( 1969) の考え を基軸 と し 、 そ の詳細な現象報告的記述を ｢発達段

階｣ の概念を用 いて ま と め直 し 、 さ ら に描画発達の基盤であ る描画対象への ｢ イ メ ー ジ機

能｣ の発達の観点 、 特に そ の ｢分岐点的な変化磨こ着 目 して構築 さ れた も の で あ る 。 次に 、

( 2 ) 同 じ く 代表的先行研究の紹介 ･ 考察 (第 2 章 ･ 第 3 章) をふ ま え て 、 第田部で検討

すべき 幼児の描画発達の重要な ｢要因 ｣ について も指摘 さ れた (第 4 章) 。

第m部では 、 上記 ( 1 ) ･ ( 2 ) をふま え て 、 ｢ 3 段階区分｣ モデルに よ る線描の発達 と

｢発達要因 ｣ と の 関連や効果性を検討 した 4 つの実証的研究が報告 さ れた 。 ま ず第 5 章で

は 、 要因 と し て認知発達面、 特に ｢言語発達｣ に注 目 し 、 線描形態の発達 と 線描対象に対

する ｢命名 ｣ の変化 と の 関連が確認 さ れた。 第 6 章では 、 認知発達面の ｢ イ メ ー ジ発達｣

に注 目 し 、 そ の拡大 を援助す る 指導法の視点か ら 、 ｢課題画｣ を年少児に も 導入す る こ と

の効果が検討 さ れた。 そ の結果、 2 歳後半~ 3 歳前半児にな る と 課題画 、 特に ｢遊び｣ を

取 り 入れた課題画の効果性が確認 さ れた 。 第 7 章では 、 イ メ ー ジの拡大を助け る遊び と し



ての ｢構成遊び｣ に注 目 し 、 線描の発達 と の 関連が検討 さ れた 。 そ の結果 、 構成遊びの先

行性が見出 さ れ 、 構成遊びへの取 り 組みが描画発達に与え る効果性が示唆 さ れた 。 第 8 章

では 、 要因 と して ｢社会性 ･ 情緒面 ｣ に注 目 し 、 特に描画時の ｢他者 と のかかわ り ｣ が取

り 上げ られ 、 保育者の積極的なかかわ り が有効であ る こ と が実証 さ れた。

第N部は総合的考察 と し て 、 ま ず本研究の総括が行われ 、 さ ら に問題点 と 今後の検討課

題の指摘、 及び本研究か ら浮上す る保育士の資質向上について論考 さ れた 。

論文審査の要 旨

本研究は 、 描画発達の基盤形成期であ る 1 ~ 3 歳児に対す る描画の指導 ･ 援助 と い う 保

育実践において 、 描画に関する発達心理学的な理論 ･ 研究の よ り 効果的な活用 が必要であ

る と の動機 ･ 問題意識 (第 I 部 ) に基づいて行われた 。 こ れは学位申請者の保育士 と して

の長年の実践経験に裏打ち さ れてお り 、 研究の意義は評価で き る 。

こ う した 問題意識に基づ き 具体的に研究を進展 さ せる観点か ら 、 2 つの 問題 ･ 目 的が設

定 さ れた。 そ の第一は 、 希少であ っ て も 先行研究を通 して 、 1 ~ 3 歳児の普遍的な描画の

｢発達過程 ･ 発達段階｣ について の 明確化を図 る こ と であ っ た。 第 亞 部では 、 主要な基礎

的 ･ 代表的先行研究について の検討を行い 、 従来の研究では十分な整理 構造化に ま では

至っ ていない こ の時期の描画発達の過程について 、 新た に ｢ 3 段階区分｣ モデルの提案を

行っ てい る 。 ｢ イ メ ー ジ機能｣ の ｢分岐点的な変化｣ に着 目 し て構築 さ れた こ のモデルで

は 、 具体的には 、 イ メ ー ジ機能の働 き が ま だ乏 しい ｢ う ね う ね線｣ や ｢ う ずま き線｣ を 中

心 と す る 第 1 段階、 次にイ メ ージ機能が芽生え始め 、 さ ら に進展する ｢単交円 ｣ の 出現か

ら ｢ 円 ｣ の 出現ま での第 2 段階、 イ メ ー ジ機能が明確化す る ｢人の顔｣ や ｢ぬ り つぶ し ｣

の 出現 、 及び ｢頭足人｣ の 出現ま での第 3 段階、 と い う 3 つの発達区分が想定 さ れてい る 。

今回特に注 目 さ れた第 2 段階の ｢単交円 ｣ については 、 そ の 出現後 、 一語文の事後命名 が

生 じ る と い う 結果が見出 さ れた こ と か ら (第 5 章) 、 単交円 はイ メ ージ性の乏 しい ｢純粋

なな ぐ り 描き ｣ が展開す る 時期ではな く 、 イ メ ー ジ機能の芽生えがみ られ る と い う 意味で

｢後期な ぐ り 描き 期 ｣ 、 ま た はい く つかの基本の形 ( 円 、 四 角 な ど ) の描画が出現す る ｢初

期図式期 ｣ への ｢移行期 ｣ 、 と い え る のではないか と 考察 し てい る 。 従来 、 こ の よ う な視

点か ら ｢単交円 ｣ に焦点化 し 、 そ の重要性に注 目 した研究は皆無 と い っ て よ い 。 こ の例か

ら も示唆 さ れる よ う に 、 1 ~ 3 歳児の描画の発達過程に関 し て 、 従来 、 イ メ ー ジ機能の発

達の観点か ら の ｢分岐点的変化｣ や ｢移行期 ｣ の存在に十分な注意が払われていた と は考

え ら れない。 こ う し た背景に対 し 、 本研究において は 、 こ の面 を重視す る発達過程モデル

の提案を行っ た と も い え る も のであ る 。 研究の特異性 独 自 性の点か ら みて も 、 理論研究

と し て一定の評価がで き る 。

第二の問題 ･ 目 的 と して 、 理論研究の保育実践への活用 の観点か ら 、 1 ~ 3 歳児の描画

の発達に影響する諸種の ｢要因 ｣ について の検討が必要であ る こ と が指摘 さ れた。 第m部

では 、 こ れを 目 的 と する 上記の 3 段階区分モデルに よ る発達過程 と そ の発達要因 に関す る

4 つの実証的研究が報告 さ れてい る 。 ｢実証的 ｣ 研究に取 り 組んだ背景に は 、 第 亞 部の代



表的先行研究の多 く がデー タ の明示 さ れない総括的発達論であ っ た り 、 ま た少数の近親者

に関す る 事例的研究であ っ た り する こ と 、 さ ら にそ の後の研究 も 大半は美術領域ま たは保

育 ･ 教育領域か ら の アプ ロ - チであ り 、 発達心理学的方法論に立脚 して の実証的研究が少

ない と い っ た認識が存在 した 。 第田部の 4 つ の研究内容に関 して は 、 実証的検討は これま

でほ と ん ど行われていない も ので あ っ た。 得 られた結果は 、 概ね 1 ~ 3 歳児の描画発達に

果たす各要因の効果性を確かめ る も のであ っ た。 こ の よ う & こ 実証的方法論に基づ く 新 しい

知見の提供がで き た と い う 意味で も 、 本研究は十分に評価で き る 。

こ れ ら の要因 の効果性に関する 結果をふま えて指摘 した指導 ･ 援助 の手だて は 、 現実の

保育場面で保育士が実践を試み る場合、 容易 に取 り 組んでその質的 ･ 量的拡大を十分に図

る こ と が で き る も の であ っ た。 こ の意味で 、 保育実践の観点か ら みて も本研究の も つ意義

は大 き い と い え る 。 さ ら に筆者は最終章の総合的考察で 、 第m部の結果か らみえて く る 1

~ 3 歳児の描画の発達過程、 及び発達の要因をふま えて 、 ｢保育園での主要な指導 ･ 援助 (手

だて) ｣ モデルを新たに提案 してい る 。 こ こ では 、 3 段階区分モデルの 3 つの発達段階に 、

さ ら に描画発達の基盤形成期 と して重要な 2 つの前段階を付け加 えて 、 指導 ･ 援助 (手だて )

のポイ ン ト が具体的に示 されてい る 。 こ の よ う に 、 本研究は実証的な発達心理学的理論研

究を主 目 的 と す る も ので あ っ たが 、 単な る理論研究に終わ る のではな く 、 保育実践のた め

の基礎研究 と して の意味 も 大 き い と い え る 。 こ の点は 、 本研究の動機づけ と も な っ た根本

的な 目 的 と も絡めてみ る 時、 大 き く 評価でき る 。

本研究は こ の分野におけ る新 しい視点に基づ く も のではあ る が 、 ま だ緒についたばか り

で も あ る 。 総合的考察において 、 今後の研究課題の一つ と して 、 新たに提案 した ｢保育園

での主要な指導 ･ 援助 (手だて) ｣ モデルの妥当性についての検討を上げてい る 。 例えばア

ク シ ョ ン リ サーチ的研究法の導入に よ り 、 発達 ･ 保育心理学的な実証的な検討を行 う 必要性

が指摘 さ れ る 。 ま た第 6 章において 、 ｢遊び体験 ｣ を取 り 入れた ｢課題画｣ 方式の効果性

が 、 2 歳後半~ 3 歳前半児で確かめ られたに も かかわ らず 、 2 歳前半児では未確認であ っ

た点 も課題であ る 。 保育実践の上では 、 こ の方式の有効性が 2 歳前半児に ま で包括 さ れ る

のであれば大 き な意味が あ る 。 こ の点 も今後の研究課題の一つであ る 。 さ ら に 、 基本的先

行文献の精査は行っ てい る も の の 、 十分な も のであ っ たか と い う 点に も検討の余地が残

る 。 こ の背景には 、 こ の分野の理論的 、 特にデー タ に基づいて実証的に検討 した先行研究

自 体が希少であ る と い う 現状 も指摘でき る 。

以上 、 本論文は 、 1 ~ 3 歳児の描画発達について実証的な発達心理学的理論研究を 目 的

と し 、 従来の研究を発展 さ せて新た な知見を得てい る 。 ま た 、 いわ ゆ る 理論研究に終始す

る のでな く 、 保育実践のための基礎研究 と して の意味 と 貢献は特に大 き い と い え る 。 こ う

し た諸点 を勘案する と 、 本研究の独 自 性及び研究の意義は十分に評価で き る 。 ま た今後の

研究の発展 と 成果 も期待でき る 。 本論文は博士 (文学) の学位を授与す る に値する も の と

判断でき る 。


